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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 学校法人広陵学園広陵高等学校 

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ■高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒731－3164  

      広島市安佐南区伴東三丁目１４番１号 

  E-mail contact@koryo.ac.jp 

  Website www.koryo.ac.jp 

  児童生徒数  男子 831名   女子 515名  合計 1346名 

        児童・生徒の年齢 16歳～18歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 
本校では教育方針の柱の一つである国際理解教育の一環として、２００５年より姉妹校提携

を結んでいる北マリアナ連邦テニアン島にあるテニアン中・高等学校と相互の国際交流を行っ

てきた。夏には本校生徒（希望者）がテニアン島での短期留学（サマープログラム）を行い、

テニアン中・高等学校からもほぼ毎年、本校に来校し平和学習や文化交流を行ってきた。 

しかしながら、２０１５年夏に本校がテニアン中・高等学校を訪れようとした際に、台風が

サイパン島を直撃し、やむなくプログラムを中止した。また、またサイパンーテニアン島を結

ぶ小型機がその２年前までに２度も墜落していたことが分かり、教育旅行として小型機を使用

することができなくなり、現地での交流はそれ以降中断となっている。広島での交流は今年度

が最後となる。（本来４月に来る日程が早まったため、３月の交流を今年度の活動内容とした。） 

このテニアン中・高等学校との交流は、広島に原爆を投下したエノラ・ゲイが飛び立った島

にある学校との交流を通して、お互いの歴史や文化を学びあうだけでなく、戦争や平和への思

いを発信できる人材を育成するものであったために、今年度で中断するのは残念な思いである

が、最後の交流を行った生徒たちがこの経験をもとに、別の交流に生かしてもらいたいと願っ

ている。 

 

 

 

１ テニアン中・高等学校来校・交流 

２０１６年３月２４日（木）にテニアン中

高等学校から生徒１３名・教師３名が３泊４

日で来校し、昨年度サマープログラムで行け

なかった生徒（昨年度は台風のため渡航当日

中止）１７名を中心に思い思いの交流を行っ

た。２４日（木）はホームステイ家族との対

面で、お互いが緊張しているようだったが、

翌２５日の学校交流ではアイスブレーキング

活動で一気に仲良くなり、言葉が通じないと

ころを一生懸命ジェスチャーで伝えようとす

る姿はたくましさを感じた。学校交流では英語

と日本語を交えながら様々な交流を行った。テ

ニアン島の学校とは違う習慣や教室スタイル

に驚いていたようである。特に部活動では柔道

や剣道など、実際に体験することもでき、同じ

高校生がしているとは思えないと感想を漏ら

す生徒もいた。本校は野球部も有名であり、１

７０名近くが練習する姿にも驚いていた。 

２６日の平和公園・平和記念資料館では実際

に見た資料や写真でショックを受けたテニア

ン生もいたようである。７０余年前に共通の接

点を持つ両校の生徒が今後平和に向けたメッ

セージを発信できればと願っている。 
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以下がその日程である。 

 

 

３月２４日（木） 広島到着・歓迎会 

１５：５０ 交流メンバー最終確認会議（選択１教室） 

１７：１５ 学校発 空港へ（教員のみ） 

       

１９：０５ 成田便 広島空港着 出迎え  

２０：２０ ホストファミリー集合（大会議室）       

２１：００ 広陵着 到着後大会議室へ 

  ホストファミリーと対面 

２１：３０ 解散・下校 

 

３月２５日（金） 学校案内・交流会 

   ８：３０ 登校  第２小会議室へ 

   ９：００ 学校見学 

         交流メンバーとオリエンテーション・部活動見学 

  １１：３０ 解散 交流メンバーと各自で昼食後移動・自由行動 

         

３月２６日（土） 平和公園・平和記念資料館 

９：００ 原爆ドーム 集合 

     平和公園散策 

     平和記念資料館見学 

１２：００ 昼食 解散 

 

３月２７日（日） 宮島散策 

９：００ 宮島口 集合 

     宮島散策 

１３：００ 宮島口 解散 

 

３月２８日（月） 帰国  

   ９：００ 登校 

        大会議室にてフェアウェル交流会 

  １０：４０ 学校発（学園バス） 生徒は学校にて見送り 

  １２：００ 空港着・チェックイン 

１４：１５ 広島空港発 成田へ 

深夜   グアム経由サイパン着 
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２ 生徒会活動としての取り組み 

 生徒会活動として文化祭などで生徒・保護者に案内し、取り組んできたものを以下に紹介す

る。 

（１）Coco Lao Project 

 これは家庭で不要になった文房具などを文化祭（広陵祭）で生徒会がブースを設け、回収

してラオス人民民主共和国の子供たちに送るものである。本年度は鉛筆が５００本程度、消

しゴム８０個程度集まり、このプロジェクトを企画されている代表の方に届けていただいた。 

 

（２）書き損じはがきキャンペーン 

 これも上記と同じ時期に生徒・保護者に呼びかけて、書き損じになったはがきを５００枚

程度集めて、公益財団法人民際センターに協力したものである。 

 

（３）フレンドリー・ブリッジプロジェクト 

 これは本校を卒業していく生徒の不要になったグランドシューズや体育館シューズで、ま

だ十分に履くことができるものを段ボール２箱集めてアフリカのルワンダ共和国やガンビア

共和国、ザンビア共和国に送るプロジェクトである。回収後、該当国にパイプがある方に手

渡し、送っていただいた。 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 

 

 

 


